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第 64回全国高等学校軟式野球選手権大会

派遣後援会会長   森 田 新一郎

募金について (お願い)

本校 軟式野球部が北東北 (青森、秋田、岩手)大会を制し、 2年連続 19度 目の全

国高等学校軟式野球選手権大会へ出場することとなりました。現在、8月 24日 からの

大会に向け、準備を進めているところです。
つきましては、募金に対 しまして特段の御配慮を賜 りますようお願い申し上げます。

社会情勢厳しい折、大変恐縮ですが、一口1, 000円 として、何口でも構いませんの

で、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

はなはだ恐縮ではありますが、8月 31ヽ 日までを寄付期間とさせていただき、募金に

関する関係書類を届けさせていただきます。

1 募金については、別紙郵便局 「振込取扱票」にて送金いただければ振込手数料は無

料 とな ります。

日座記号  02250-6-109710
口座名義 秋 田県立能代高等学校

2 募金終了後の芳名簿等については、下記の事務局まで送付をお願いいた します。

(送料が発生す る場合は、着払い、送金額か ら差引等でお願いいた します。)

担当 〒 016‐0184

秋 田県能代市字高塙 2-1
能代高校事務室

事務局 菊地 郁生

TEL 0185… 54-2230



第
六
十
四
回
全
国
高
等
学
校
軟
式
野
球
選
手
権
大
会
出
場

金

立思

童
日

盛
夏

の
候
　
皆
様
に
は
益

々
御
健
勝

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
能
代
高
等
学
校
軟
式
野
球
部
は
、
こ
の
た
び
秋
田
市

こ
ま
ち
球
場
に
お
い
て

行
わ
れ
た
第
六
十
四
回
全
国
高
等
学
校
軟
式
野
球
選
手
権
北
東
北
大
会
に
お
い
て
、
全

国
大
会

へ
の
出
場
権
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
日
頃
か
ら
の
皆
様

の

御
支
援
の
賜
と
哀
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
出
場
は
、
指
導
陣
新
体
制
の
も
と
で
の
二
年
連
続
十
九
度
日
の
快
挙
で
あ
り
、

校
訓

「
至
誠
力
行
」

の
伝
統
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
日
々
の
練
習
に
精
励
し
た
結
果
で

あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
文
武
両
道

の
伝
統
と
校
風
を
更
に
高
く
掲
げ
、
明
石
に
お
い

て
も
旋
風
を
巻
き
起

こ
す
べ
く
、
選
手

一
同
、
決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
現
在
は
、
人
月
二
十
四
日
か
ら
の
大
会
に
最
高

の
コ
ン
デ

イ
シ
ョ
ン
で
臨
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
学
校
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

六
年
後

の
創
立
百
周
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
平
成
四
年
以
来

の
硬
式
野
球
部
と
の
全

国
大
会
ア
ベ
ッ
ク
出
場
も
視
野
に
入
れ
て
お
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
「秋
田
県
立
能
代
高
等
学
校
第
六
十
四
回
全
国
高
等
学
校
軟
式
野
球

選
手
権
大
会
派
遣
後
援
会
」
を
組
織
し
、
広
く
皆
様

の
御
賛
同
を
得
て
出
場
選
手
の
活

躍
を
支
援
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
経
済
状
況
も
厳
し
い
折
、
誠
に
恐
縮
に
存
じ
ま
す
が
、

な
に
と
ぞ
御
理
解
の
う
え
御
寄
付
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
元
年
人
月
吉
日

秋
田
県
立
能
代
高
等
学
校
第
六
十
四
回
全
国
高
等
学
校
軟
式
野
球
選
手
権
大
会
派
遣
後
援
会
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※
結
果
報
告
並
び
に
決
算
報
告
に
つ
い
て
は
後
日
ご
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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能
代
は
秋
田
正
に
先
制
さ

一
れ
た
が
、
逆
転
し
て
競
り
勝

一
打
で
１
点
を
加
え
た
。
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鮨
悦
、Ｌ
Ｓ
鍮
輻

（秋
田
工
）佐
藤
諒
―
細
井

（能
　
代
）袴
田
世
、
柴
田
―
桧
森

□
三
浦
（能
代
）国
坂
田
、袴
田
世
（能
代
）

▽
併
殺
＝
能
代
１

鉤
閻
貪
輻
鼈
辟
辮
靡
鰊

秋
田
市
の
こ
ま
ち
ス
タ
ジ
ア
ム
で
１
日
に
行
わ
れ
た
第
６４
回
全
国
高
校
斬
一式
野
球
選
手
権
北
東
北
大
会
の
決

勝
。能
代
は
接
戦
の
末
、秋
田
正
を
５
１
４
で
下
し
、２
年
連
続
の
優
勝
を
飾
っ
た
。初
回
に
先
制
さ
れ
な
が
ら

も
、す
ぐ
さ
ま
逆
転
す
る
勝
負
強
さ
を
見
せ
た
。昨
年
に
続
く
全
国
選
手
権
大
会
（２４
～
２９
日
ｏ兵
庫
県
の
明
石
公

園
第
１
野
球
場
な
ど
）の
出
場
を
決
め
た
選
手
た
ち
は
、３
度
目
の
全
国
制
覇
に
闘
志
を
燃
や
し
て
い
る
。

っ
た
。

２
点
を
先
制
さ
れ
た
能
代

は
１
回
裏
、先
頭
の
三
浦
が

左
中
間

へ
の
三
塁
打
で
出
塁

す
る
と
、新
岡
の
内
野
安
打

や
袴
田
世
の
中
前
打
、敵
失

で
４
点
を
入
れ
て
逆
転
じ

た
。秋

田
工
に
２
回
に
１
点
を

返
さ
れ
た
が
、３
回
に
先
頭

の
坂
田
が
右
越
え
二
塁
打
で

出
墨
し
、伊
藤
の
中
前
適
時

５
１
３
で
迎
え
た
８
回
、

能
代
は
秋
田
正
の
ス
ク
イ
ズ

で
１
点
差
と
さ
れ
た
が
、後

続
を
断

っ
て
勝
負
を
も
の
に

し
た
。

能
代
は
４
回
か
ら
登
板
し

た
柴
田
が
１
失
占
ど
粘
り
の

投
球
を
見
せ
た
。

能
代
。丼
川
良
太
郎
監
督

選
手
た
ち
は
ミ
ス
（５
失
策
）

を
し
て
も
次
の
得
点
を
取
ろ

う
と
積
極
的
に
プ
レ
ー
し
て

【秋 田 正】打安点振球
三 木曽伸30101
中左黒 石31000
- 瀬 下32000
捕 細 井30120
遊 伊 藤41120
… 木 村40010
投 佐藤諒41000
左 三 浦00000
中 ,1村 30000
右 佐藤和31000

犠残盗失一―一――
4421306351

【能  代】打安点振球
右 三 浦41000
避 新 岡42100
中 坂 田31000
三 山 谷40010
三 杉 澤00000
■ 伊 藤31101
投 袴田世22100
投 柴 田10010
左 齊 藤30010
」甫 桧 森30000
-武 田31000

犠残針 一一―‐

1325Ю 8331

能
代
の
３
番
打
者
・
坂
田

光
聖
（３
年
）
は
秋
田
正
戦
、

犠
打
に
長
打
Ｌ
得
点
に
つ
な

げ
る
働
き
を
見
せ
、「打
の
能

代
」
を
支
え
た
。

２
点
を
失
っ
た
直
後
の
１

回
蔚黍

〓
一塁
打
で
出
塁
し
た

先
頭
の
三
浦
義
幸
含
Ｃ
が
２

子

諒藤

投

佐

１

４

世

田

田袴

柴

た
。撃

嚢

Ｔ

２

、

ス
タ
ン
ド
で
は
吹
奏
楽
の
演

姜
に
合
わ
せ
て
熱
い
応
援
が

繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

優
勝
を
決
め
る
と
、
ス
タ

ン
ド
も
歓
喜
。
能
代
高
軟
式

野
球
部
保
護
者
会
の
新
岡
浩

司
会
長
は

「序
盤
は

エ
ラ
ー

が
見
ら
れ
、
地
に
足
が
着
い

て
い
な
い
よ
う
で
緊
張
が
伝

わ
っ
て
き
た
。昨
秋
、
こ
の
春

と
県
大
会
で
悔
し
い
負
け
方

を
し
て
き
た
が
、
選
手
た
ち

は
技
術
面
に
加
え
、
信
頼
関

係
も
高
め
、
強
く
な

っ
た
。
周

囲
の
応
援
に
感
謝
し
た
い
」

と
話
し
た
。

ま
た
、
好
救
援
し
た
柴
田

＋
会
優
夢
キ
（３
年
）
の
母
、
寿

子
さ
ん
は

「登
板
の
場
面
が

早
く
、
少
し
不
安
だ

っ
た
が
、

よ
く
投
げ
て
く
れ
た
。
今
後

も
ご
飯
や
洗
濯
で
支
え
た

い
」
と
笑
顔
藩
見
せ
た
。

能 代 ナ イ ン に 声 援 を 送 り 続 け た 応 援 団

回 安振球
8 831

ン
」
ス
タ
飩
ド
喜
⑮
鏃
輻
儡

熱
い
応
援
で
ナ
イ
ン
鼓
舞

二
塁
側
ス
タ
ン
ド
に
は
、

在
校
生
や
保
護
者
な
ど
■
０

０
人
以
上
が
詰
め
掛
け
、
能

代
ナ
イ
ン
の
勝
利
を
信
じ
て

声
援
を
送

っ
た
。
２
年
連
続

・９
回
目
の
優
勝
が
決
ま
る

と
、
選
手
と

一
緒
に
喜
び
を

爆
響

だ

。

試
合
は
１
回
を
終
え
て
４

１
２
と
能
代
が
優
位
に
立
っ

た
が
、
思
う
よ
う
に
追
加
点

を
奪
え
な
い
展
開
と
な
っ

た
」
と
振
り
返
っ
た
。

３
回
は
先
頭
と
し
て
右
越

え
二
塁
打
を
放
ち
、
伊
藤
乃

聖
（同
）
の
中
前
打
で
５
点
目

の
本
塁
を
踏
ん
だ
。
「一長
打
を

打
ち
た
い
気
持
ち
も
あ
る

が
、
バ
ン
ト
な
ど
の
つ
な
ぎ

を
意
識
し
て
い
る
」
と
話
し
、

今
大
会
２
試
合
の
自
ら
の
３

犠
打
に
納
得
の
表
情
を
見
せ

た
。し

か
し
、
秋
田
工
戦
で
は

中
盤
以
降
、
無
得
点
に
終
わ

っ
た
打
線
に
つ
い
て
は

「先

頭
打
者
が
ど
ん
な
形
で
あ

れ
、
出
塁
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
」
と
全
国
選
手

権
大
会
に
向
け
た
課
顧
τ
轟
中

っ
た
。
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れ

、
鸞

、
、

、
ｍ

、
穐

、
‐

一

貰

、

営

、

‐

、

擬

、
え

ヽ
擬

ヽ

母

ヽ

鶯

ヽ
え

、

ミ

ヽ
―

ヽ
ミ

ヽ
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ヽ
雌

ヽ

―

ヽ

ミ

ヽ
雌

ヽ
ｔ

ヽ

―

ヽ
雌

ヽ
雌

ヽ
雌

〈ひ
と
り
と
握
手
を
交
　
シ
ャ
ー
を
感
じ
て
い
た
指
揮
　
権
大
会
に
６
回
導
き
、
優
勝

た。
同
校
軟
式
野
球
部
　
官
は
選
手
た
ち
の
努
力
を
た
　
と
準
優
勝
を
１
回
ず
つ
成
し

、、
今
春
、
監
督
に
就
　
た
え
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
遂
げ
た
〈苫
圏寿
樹
さ
ん
（４４
）

けち
を
求
め
ら
れ
る
チ
　
　
平
成
１７
年
４
月
か
ら
同
部
　
は
今
春
、
大
館
鳳
鳴
高
に
異

、す
か
ら
」
と
プ
レ
ッ
　
の
監
督
を
務
め
、
全
国
選
手
　
動
。
〈Ｚ
田さ
ん
の
教
え
子
で

［
¨
”
い
ｍ
噸
Ш
円
Ｍ
Ｈ
円
蜘
ｍ
”
］
帥
円
［
［
一　
　
一
い
一
粋
［
鑢
鞣
中
）
¨
一
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権
大
会
出
場
を
決
め
た
能
代
の
丼
川
監
督
　
　
　
　
　
　
組
む
。
「副
部
長
だ

っ
た
時

は
、
選
手
に
と
っ
て
（私
が
）

・・　
逃
げ
道
に
な
っ
て
も
い
い
か

―
躇

ン

』
浙
兆
鑽
鼈
腱
瘍
綺
掏

こ
の
夏
、
快
勝
が
目
立

っ
て

い
た
能
代
に
と

っ
て
、
全
国
選

手
権
大
会
を
懸
け
た
秋
田
正
と

の

一
戦
は
、
耐
え
忍
ぶ
展
開
が

続
い
た
。
秋
田
Ｉ
の
追
撃
を
か

わ
し
て
の
勝
利
に
、
杉
澤
崚
真

主
将

（３
年
）
は

「苦
し
い
試

合
運
び
で
も
勝
て
た
こ
と
が
収

晉

と
語

っ
た
。

先
攻
の
秋
田
工
に
２
点
を
先

取
さ
れ
た
が
、
そ
の
裏
に
長
短

３
安
打
な
ど
で
４
点
を
入
れ
た

能
代
は
、
や
は
り
打
撃
力
の
強

さ
を
印
象
付
け
た
。し
か
し
、
秋

田
工
も
２
回
に
１
点
を
返
し
、

意
地
を
見
せ
た
。

序
盤
３
回
ま
で
に
両
チ
ー
ム

合
わ
せ
て
失
策
４
（能
代
３
、秋

田
正
１
）
と
拙
守
が
得
点
に
絡

む
場
面
も
見
ら
れ
、
中
盤
以
降

の
試
合
運
び
が
焦
点
と
な

っ

た
。試

合
を
引
き
締
め
た
の
は
、

４
回
か
ら
マ
ウ
ン
ド
に
上
が

っ

た
柴
田
大
輝

合
●

だ

っ
た
。
コ

ー
ナ
ー
を
突
く
丁
寧
な
投
球

で
、
４
、
５
回
は
三
者
凡
退
。
６

回
は
先
頭
打
者
に
安
打
を
許
す

も
、
後
続
３
人
を
連
続
三
振
。
７

回
は
野
手
の
失
策
に
よ
り
無
死

の
走
者
を
背
負

っ
た
が
、
併
殺

で
切
り
抜
け
た
。
９
回
ま
で
投

げ
て
最
少
失
上ぶ
と
い
う
出
来
で

勝
利
を
た
ぐ
り
寄
せ
た
。

打
線
の
援
議
は
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
が
、
「
い
つ
も
打
撃
陣
に

助
け
て
も
ら
っ
て
い
る
。
気
持

ち
を
前
面
に
出
し
て
、
キ
ャ
ッ

チ
ャ
ー
に
従

っ
て
投
げ
た
」
と

柴
田
。井
川
良
太
郎
監
督
は
「
ロ

ン
グ
リ
リ
ー
フ
に
な

っ
た
が
、

期
待
以
上
の
投
球
。
ピ
ン
チ
を

迎
え
て
も
、
よ
く
し
の
い
で
く

れ
た
」
と
た
た
え
た
。

自
慢
の
打
線
は
８
回
ま
で
２４

の
ア
ウ
ト
の
う
ち
、
飛
球
が
り

と
半
数
を
占
め
た
。
杉
澤
主
将

は

「追
加
点
を
奪
え
ず
、
流
れ

が
秋
田
工
に
傾
い
て
し
ま
い
そ

う
な
場
面
も
あ
っ
た
が
、
耐
え

る
こ
と
が
で
き
た
。
打
撃
も
守

備
も
鍛
え
直
し
た
い
」
と
、
全

国
選
手
権
大
会
に
向
け
て
表
情

を
引
き
締
め
た
。
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